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平成２２年度～平成２５年度計画

本計画は、再編整備の対象となる学校について、各学科の再編整備の方向性を踏まえた特色

ある学校づくりの推進、これまでの各高校への入学者数の状況及び今後の入学者数の見込み、

さらに、中学校卒業者数の減少状況などの観点から、各学校の再編整備の実施時期を検討し、

策定しました。

１ 再編整備

（１）再編統合

対 象 校 再編整備 内 容

○ これまで入学者数が定員を大幅に割り込む状況が続いてお美祢高校 再編統合

り、今後とも、生徒にとって魅力ある学校づくりを進めると

ともに、より質の高い高校教育の提供ができるよう、入学状

況や地域の生徒の通学状況などを見ながら、青嶺高校への再

編統合を検討します。

（２）工業科の設置

対 象 校 再編整備 内 容

○ 地域産業のニーズや工業教育機能の地域バランス等を踏ま防府商業高校 工業科の

え、防府商業高校に新たに工業科（機械系学科）を設置しま設置

す。

○ 時代のニーズに応じた 学科の枠を越えた学習を可能とす、

る選択幅の広い専門教育の展開など、より質の高い特色ある

学校づくりを推進します。

（３）分校化

対 象 校 再編整備 内 容

○ これまで入学者数が定員を割り込む状況が続いており、今徳山北高校 分校化

、 、後とも 生徒にとって魅力ある学校づくりを進めるとともに

入学状況などを見ながら、最小学校規模（１学年２学級）の

確保が見込まれない場合には、分校化に取り組みます。

対 象 校 再編整備 内 容

○ これまで入学者数が定員を割り込む状況が続いており、今佐波高校 分校化

、 、後とも 生徒にとって魅力ある学校づくりを進めるとともに

入学状況などを見ながら、最小学校規模（１学年２学級）の

確保が見込まれない場合には、分校化に取り組みます。
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定時制課程について、近隣の学校間で段階的な統合を図るなど、地域バランスに配慮し（４）

た適切な配置の検討を進めます。

２ 計画の進め方

計画の推進にあたっては、今後、小・中・高等学校の保護者など関係者の意見も聴き（１）

ながら、具体的な学校づくりやその実施時期等について検討して、これに取り組みます。

各年度の実施分については、中学生に早期に情報提供する必要があることから、原則と（２）

して当該年度の募集定員の発表前に公表します。

その際、再編統合実施や工業科設置の時期、学科構成や、分校化の際の本校とする学校

などについて公表します。

１の（４）による検討を進め、その内容が計画に掲げられるようになった時点で対象校（３）

を追加することもあります。
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［資料］これまでの再編整備の状況

年　度 対象校 再編整備の内容 設置学科 学級数

会計ビジネス 1 40

情報ビジネス 1 40

機械・制御 1 40

建築・情報 1 40

総合ビジネス 1 40

情報ビジネス 1 40

機械 1 40

情報技術 1 40

環境システム 1 40

総合ビジネス 2 70

国際情報 1 35

機械 1 35

電気 1 35

建設工学 1 35

安下庄高校 安下庄校舎 普通 3 105

久賀高校 久賀校舎 福祉 1 35

大嶺高校 普通 2 70

機械 1 40

電気 1 40

坂上高校 分 校 化 普通 1

広瀬高校 分 校 化 普通 1

鹿野高校 分 校 化 普通 1

徳佐高校 分 校 化 普通 1

熊毛南高校
　　　上関分校

募集停止

田布施農業高校
　　　大島分校

募集停止

徳佐高校
　　　高俣分校

募集停止

奈古高校
　　　須佐分校

募集停止

生物生産 1 40

食品科学 1 40

環境土木 1 40

田布施工業高校 機械制御 1 40

大津高校 大津校舎 普通 3 120

生物生産 1 30

生活科学 1 30

海洋技術 1 30

海洋科学 1 30

※「設置学科」「学級数」「定員」は、再編時のものです。

240平成23年度
日置農業高校

水産高校

再編統合  大津緑洋高校
日置校舎

水産校舎

 田布施農工高校
田布施農業高校

平成22年度 再編統合 160

平成20年度

 岩国高校坂上分校 40

 岩国高校広瀬分校 40

 徳山高校鹿野分校 40

 山口高校徳佐分校 40

平成19年度

再編統合 周防大島高校 140

再編統合  青嶺高校 150
美祢工業高校

 徳山商工高校 200

徳山工業高校

萩商業高校

再編統合  萩商工高校 210

萩工業高校

新　高　校 定員

平成18年度

柳井商業高校

再編統合  柳井商工高校 160

柳井工業高校

徳山商業高校

再編統合


